
第１２８回小林地区バレーボール大会 監督会資料 

男子会場 

1. 日時  令和７年１１月１５日（土）、１６日（日） 

 男  子 

日 時 １１月１５日（土）・１６日（日） 

開 館・受 付 ８時００分 

代表者会・ 

監督会・抽選会 
８時０５分（８時３０分まではフリー練習） 

開会式 行わないが、抽選会終了後、組み合わせの周知の時間を設ける。 

設定練習 

８時３０分より合同で１０分間のスパイク練習 

８時４０分より合同のサーブ練習 

８時４５分からは Aコートのコートチェック 

（第 1試合のチームはベンチへ） 

第 1試合 
プロトコール 

８時４９分 

試合開始 ９時００分 

第２試合以降 

・前の試合の IF終了後５分後。 

※ 前の試合の１セット目終了後より、Bコートでのアップを認める（ボー

ルを扱ってもよい）ただし、試合中の妨げになることがないように配慮

する） 

昼食 
２日間とも・・・第３試合終了後（４５分間） 

３０分はコートを開ける 

2. 会場 

男子・・・南地区体育館 

 

3. 競技上の注意 

 ○ 小林市の協会に登録されているチームとする。（中学１、２年生に限る） 

○ ２０２５度日本バレーボール協会６人制競技規則により行う。                 

○ 試合球は、男子ミカサを使用する。                             

○ チームの構成は申し込み要項通りとする。                                     

○ ベンチには，有効に登録された監督・コーチ・マネージャー・選手とする。       

○ 選手変更のあるチームは，代表者会議終了後までに届ける。                 

○ 試合間は５分間、連続試合の場合は１０分間とする。 

〇 公式練習は第１試合目の試合のみ行う。（２日目も同じ） 

○ リーグ順位は、①勝敗、②セット率、③得失点率、④直接対決の順で決定する。   

〇 この大会は３セット２５点マッチとする。 

ただし３セット目については１５点（デュースあり） 

〇 試合間のコートは、隣のコートで試合をしている場合にはランニングやストレッチ、

ボールをヒットしないパス程度の練習を認める。試合をしていない場合には次の試合

のチームが自由に練習してもよい。（防球ネットをしている場合にはその限りではない） 

 

 

 



 

 

4. 応援について 

 ○ 保護者の応援について制限は設けない。手にもてる程度のものを基本とします。太鼓

の使用も許可しますが、隣の試合に支障がない程度の大きさのものにしてください。

（金属製のものはご遠慮ください。）※ 大きさによっては試合当日に太鼓の使用を禁

止する場合もあります。 

〇 保護者はセット間での観戦場所の移動をしてもかまわないが、２階エンドライン側

からの応援とする。２階サイドライン側からの応援は不可とする。 

 ○ 各会場で昼食時間を設け、昼食場所に関しては、館内での昼食を許可する。 

※ 会場責任者の指示に従ってください。 

 ○ 「全般的な感染症対策」については個人、チームの判断で行動してください。 

 

5. その他 

 ○ 男子はリーグ戦１位～３位まで表彰します。（閉会式で行います） 

○ 前回大会の優勝チーム男子：紙野（１部）は優勝旗を持ってきて下さい。 

 ○ 各会場の準備は、下記の学校にお願いします。 

男子：１５日…南地区体育館（小林中、細野中、紙野） 

１６日…南地区体育館（小林中、細野中、紙野） 

 ○ 各会場の準備に入っている学校は、７時３０分から各会場で準備して下さい。 

 ○ 男子会場  

南地区体育館 

 あるもの（ネット２組、アンテナ２セット） 

 足りないもの（ポールカバー２セット） 

【準備校】 

ネット１組 ９人制の予備（小林）、アンテナ１組予備(永久津)、 

ポールカバー２組（小林）、 

ラインジャッジフラッグ(ラインジャッジフラッグは、全チーム持参すること)  

スケール（永久津） 

○ 男子会場（ラインジャッジフラッグは、全チーム持参すること） 

 ○ ワイピングタオルをご準備ください。 

 

６ 熱中症対策について 

 ○ WTOについては当日の天候を考慮し監督会時に決定する。 

 ○ OS-1などの経口補水液については、各チームでご準備ください。 

 

７ 当日の準備について 

・ Aコート 細野中 Bコート（練習用コート） クラブチーム紙野で設営する。 

➢ サイドバンドは道具箱の中に２つあるが、Aコートのみの設置でよい。 

➢ ベンチの椅子は３脚（余裕があれば５脚） 

➢ 得点版はベンチから見える位置に設置する。 

➢ IF用の机→青ペン２本以上、定規、電子ホイッスル、試合球 ２球 



 

➢ 警告カードの設置 

《以下小林中》 

① 道具倉庫の得点版、審判台、ネット、アンテナをフロアに出す 

② 控室の卓球台をすべて道具倉庫に運ぶ。 

③ 控室は監督者の席（８名）と審判用（３名）の席をそれぞれ設営する。 

 

《以下 監督さんへのお願い》 

・ 審判割（主審・副審、IF、ラインジャッジ）を審判団と確認をする（永久津中） 

・ 対戦表の設置（小林中） 

・ IF用紙の確認（クラブチーム 紙野 松井）※予備を準備しています 

・ 開場の指示（小林中）※８時になったら、選手を先に入場させてくださ 

・ ゲームコントロール等については、細野中黒木先生と協力して、全体へのアナウンス

をお願いします（小林中、永久津中、クラブチーム紙野） 

 

《１日目の片付けについて》 

・ １７時より他団体の使用があるようですので、Bコートについては、第５試合のプロ

トコールが始まったら、空いているチームで撤収をしてください。その際、倉庫には

卓球台が入っていると思いますので、更衣室においてください。Aコートも試合終了

後は撤収をしてください。 

・ 各チームの道具について、持ち帰らないもの（ボールかご等）は邪魔にならないとこ

ろに置いても構いません（責任は各チームでお願いします） 


